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研究成果の概要（和文）：本研究では、青少年教育施設で施設で発生しやすい傷病や負傷の多い活動を明らかに
するとともに、負傷が発生する状況やその要因等を明らかにした。また、危険度の高い活動や施設でよく行われ
る活動をの負傷の発生状況を詳細に分析したことで、活動場面に応じた具体的な安全対策や安全指導についても
明らかにした。さらに、青少年教育施設におけるリスクマネジメントの視点として、日常的な安全対策、危険度
の高い安全管理、事件・事故・災害の危機管理を挙げ、それぞれでやるべきことを整理するとともに、リスクマ
ネジメントの流れを事前の危機管理、危機、事後の危機管理のフェーズに分け、それぞれでやるべき事柄を具体
的に示した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we identified activities that frequently cause injuries and 
illnesses that are likely to occur in facilities at youth education facilities, and clarified the 
circumstances in which injuries occur and the factors that contribute to these injuries. In 
addition, a detailed analysis of the occurrence of injuries in high-risk activities and activities 
commonly conducted at facilities also clarified specific safety measures and safety guidance 
according to the activity situation.
In addition, the report identified the following perspectives of risk management in youth education 
facilities: routine safety measures, high-risk safety management, and crisis management for 
incidents, accidents, and disasters, and organized what should be done in each of these areas. In 
addition, the flow of risk management was divided into phases of pre-crisis, crisis, and post-crisis
 management, with specifics on what should be done in each.

研究分野： 野外教育、青少年教育

キーワード： 自然体験活動　リスクマネジメント　安全管理　安全指導　青少年教育施設　傷病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ここ十数年、自然体験活動における傷病やヒヤリハットに関する大規模な調査は行われていなかったことから、
本研究において大規模調査を継続的に実施し、青少年教育施設で発生しやすい傷病や負傷の多い活動、負傷が発
生する状況やその要因等を明らかにできたことは意義が大きいと考える。また、危険度の高い活動や施設でよく
行われる活動を取り上げ、負傷の発生状況を詳細に分析したことで、活動場面に応じた安全対策や安全指導を具
体的に明らかにできたことは、今後の青少年教育施設のリスクマネジメントの充実や指導者養成プログラムの開
発にも役立つものと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 自然体験活動中に起きる事故の 8 割は「不安全な状態（外的要因）×不安全な行為（人的要
因）」で起こるといわれることから、事故の発生率を抑え、活動中の安全を確保するためには、
指導者は不安全な状態や不安全な行為を予め把握し、双方の危険値を低くする対策を講じなけ
ればならない。そのためには、どのような場面でどういった事故やケガが発生しやすいのかを十
分理解しておく必要がある。しかし、これまで自然体験活動中に起きた事故や傷病を調査した研
究はいくつかあるものの、大規模な調査を行い、それらの状況や傾向を検証した研究は数少なく、
ここ十数年は自然体験活動の事故や傷病に関する大規模な調査は行われていないが現状である。 
  
２．研究の目的 
本研究では、自然体験活動のリスクマネジメントにおける「リスクの評価・分析」「リスクの

対処・処理」に着目し、自然体験活動中に起きる事故や傷病、ヒヤリハットの現況やその傾向を
明らかにするとともに、それらのリスク評価分析や事故発生の要因分析を行うことで事故や傷
病が起きる要因等を解明し、自然体験活動における安全対策や安全教育の基本的な指針の策定
や新たなトレーニング教材の開発の足がかりとすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）自然体験活動中に起きた傷病やヒヤリハットの状況や傾向等の検証 

国立青少年教育施設を対象に以下の調査を実施し、自然体験活動中に起きた事故や傷病、
ヒヤリハットの状況や傾向について分析を行った。 

①「施設で発生した傷病や事故に関する調査」の実施 
国立青少年教育施設 27 施設を対象に、施設で起きた傷病について調査を行った。収集し

た傷病の条件は、研修期間中に発生した傷病もしくは活動等によって既往症が悪化した傷
病のうち、「保健室や事務室で対応した傷病」、「病院を受診した傷病」、「活動現場等で施設
職員が手当てした傷病」のいずれかに該当する傷病とした。調査期間は 1 年間（4 月 1 日〜
3 月 31 日）とし、2018 年度から継続的に実施している。傷病に関する調査（以下、「傷病
調査」という。）の内容は、「傷病者の情報」、「傷病が発生した状況」、「病気（症状、時期）」
又は「けが（症状、部位、程度、けがをした時の状況）」、「傷病の要因（本人、指導・引率
者、装備等、環境）」とした。 

②「施設で発生したヒヤリハットに関する調査」の実施 
   国立青少年教育施設の一部の施設（7 施設）の施設利用アンケートにヒヤリハットに関す

る項目を取り入れ、利用団体を対象に、利用期間中に感じたヒヤリハットについて調査を行
った。調査期間は 2020 年８月１日～10 月 31 日の３か月とし、調査内容は、利用期間中に
けがや事故につながりそうな危険な場面に遭遇したり、危険な場所や物（設備や用具も含
む）を見かけたりしたことについて、自由記述で回答してもらった。 

（２）活動場面に応じた具体的な安全対策や安全指導の検証 
傷病調査のデータを基に、施設でよく行われる活動や危険度の高い活動における負傷の

発生要因を検証し、活動場面に応じた安全対策や安全指導について検討を行った。 
 ① 危険度の高い活動における負傷の発生要因とその安全対策の検討 

傷病調査の 2 か年分（2018・2019 年）のデータを基に、「負傷の多さ」と「負傷の程度」
の視点から評価分析を行い、危険度の高い活動を抽出し、それらの活動で起きた負傷の症
状、負傷した時の状況、その要因を検証するとともに、その安全対策について検討を行った。 

② 青少年教育施設でよく行われる野外活動の負傷の発生要因とその安全対策の検討 
施設でよく行われる活動として登山・ハイキングと野外炊事を取り上げ、傷病調査の３か

年分（2018～2020 年）のデータを基に、それらの活動で発生した負傷の症状、負傷した時
の状況、負傷の要因を検証し、その安全対策について検討を行った。 

（３）青少年教育施設におけるリスクマネジメントに対する考え方の整理 
青少年教育施設で行うリスクマネジメントの基本的な指針を策定する足がかりとして、こ

れまでの研究成果を基に、青少年教育施設におけるリスクマネジメントの視点や流れにつ
いて検討し、リスクマネジメントに対する考え方の整理を行った。 

４．研究成果 
（１）自然体験活動中に起きた傷病やヒヤリハットの状況や傾向 

傷病調査は 2018年度から開始し、その後も毎年度実施しているが、本報告では 2018年度
の調査結果について報告する。2019 年度以降の調査結果については、国立青少年教育振興
機構のホームページの調査研究報告書検索に掲載している「国立青少年教育施設における
傷病の概況」を参照願いたい。 

 ① 青少年教育施設で発生した傷病の概況 
2018 年度に国立青少年教育施設（27 施設）で発生した傷病の件数は 3469 件で、そのう

ち、負傷が 1141件、疾病が 2328件であった。 



 【負傷の概況】 
負傷で多かった症状は「打撲」で、次いで「虫さされ」、「ねんざ」であった。症状ごとに
負傷が多かった部位や負傷の要因を分析した結果、表１のとおりとなった。 

表 1. 負傷の症状別にみた負傷した部位と負傷の要因（上位３つ） 

症  状 部  位 要  因 

1.「打撲」 

（202 件） 

1.「頭」（53件） 

2.「顔」（23件） 

3.「手・指」（22件） 

1.「不注意（本人）」（99件） 

2.「注意不足（指導・引率者）」（50件） 

3.「失敗（本人）」（42件） 

2.「虫さされ」 

（182 件） 

1.「下腿」（34件） 

2.「足首」（25件） 

3.「手・指」（23件） 

1.「虫・動物（環境）」（143 件） 

2.「不注意（本人）」（33件） 

3.「不適切な服装（装備）」（31件） 

3.「ねんざ」 

（171 件） 

1.「足首」（121 件） 

2.「手首」（14件） 

3.「足・指」（12件） 

1.「不注意（本人）」（97件） 

2.「不慣れ（本人）」（46件） 

3.「失敗（本人）」（36件） 

 
＜負傷の特徴＞ 
・負傷の発生件数が多かった活動をみると、「スポーツ活動」が最も多く、次いで「野外
炊事」、「自由時間」となっていた。それぞれの活動で負傷した時の状況をみると、スポ
ーツ活動では「ドッジボールでバランスを崩して転倒し、床で頭部を打撲」「長縄で着
地に失敗して足首をねんざ」、野外炊事では「熱した鍋を持って手をやけど」「刃物を使
っていて指を切った」、自由時間では「友達とふざけていて壁に頭をぶつけて出血」「滑
り台で遊んでいる時に転んで肩を打撲」といった状況で負傷していることが分かった。 

・負傷の 9割強は軽微又は軽傷な負傷で済んでいるが、中には「綱引きでバランスを崩し、

右膝の靱帯損傷・断裂」（スポーツ活動）、「ターザンロープで怖くなって足で止めようと

したら下腿を骨折」（自由時間）、「ブレーキをかけた際に前方に転倒し、手首を骨折」（サ

イクリング・マウンテンバイク）、「沢で滑って転び、手首を骨折」（沢登り）など１ヶ月

以上の治療を要する重傷なケースも起きていることが分かった。 

  ＜今後の安全対策＞ 

・負傷の要因の 6 割弱を本人の要因（不注意、不慣れ、失敗等）が占めていることから、

指導者は、入所時や活動前の安全指導（施設ではどのような事故やけがが起きやすいの

か、それらはどうすれば防げるのかをイメージしやすいように、具体例を交えて分かり

やすく説明する）を徹底し、利用者の安全意識（自分の身は自分で守る、他の人の安全

にも気を配る等）の向上に努めるようにする。 

・指導者は、活動前だけでなく、活動中も事故の予兆を見逃さないよう危険の発見、把握

に努め、状況に応じて適切な安全指導や対策を行うようにする。特に、活動の後半は慣

れや疲れで気が緩みやすくなるため、参加者に声をかけたり、休憩をとるようにする。 

・施設は、事前打ち合わせの際に、施設で起きやすい事故やけがとその安全対策を説明し、

利用団体の指導者・引率者が適切な安全管理や安全指導を行えるように支援する。 
【疾病の概況】 
疾病で多かった症状は「発熱」で、次いで「頭痛」、「吐き気」となっていた。症状毎に発

症した要因をみると、発熱では「疲労（本人）」「気温（環境）」「不安・心配・緊張（本人）」、
頭痛では「疲労（本人）」「気温（環境）」「寝不足（本人）」、吐き気では「疲労（本人）」「寝
不足（本人）」「気温（環境）」が多くなっていた。 

  ＜疾病の特徴＞ 

・発症した症状をみると、発熱、頭痛、吐き気、腹痛、嘔吐が上位を占めており、いずれ

の症状も「疲労」が主な要因として挙げられている。 

・発症した時期をみると、半数近くが急に体調を崩しているが、3割弱は朝から、1割強

は前日からと答えており、疾病を申し出た者の4割弱は事前に体調不良を感じている。 

・発症した後の対応をみると、疾病を申し出た者の約 3割は帰宅している。 

  ＜今後の安全対策＞ 

・指導者は、施設での生活は体調を崩しやすい環境にあることを理解し、計画段階では、

利用者の年齢や体力に合わせた無理のない活動計画を立てるようにするとともに、利

用期間中は、定期的に健康チェックを行い、疲れている様子がみられる利用者には適

宜休憩を取らせ、体調を崩さないように配慮するなど、利用者の疲れ具合や体調に合

わせた柔軟なプログラム運営を心がけるようにする。 
② 施設で発生したヒヤリハットの状況 

施設利用アンケートを使って利用期間中に感じたヒヤリハットについて調査したところ、
3 か月で 31 件の情報が集まった。集まったヒヤリハットの事例を分類すると、大きくは、
施設・設備の構造、腐食・劣化、自然環境、ヒューマンエラーに起因する危険に分類するこ
とができた（表 2）。 



表 2. 施設で発生したヒヤリハットの例 

「施設・設備の不具合」の例 
・つどいの広場へ下りる階段や床が朝露ですべりやすくなっていた。 
・体育館の雨漏りがひどく、滑って危険な状態でした。 
・浴室棟の扉が手動なので、子供が指を挟まないように呼びかけてほしい。 

「腐食・劣化」の例 
・デッキの手すりがぐらぐらしていた。 
・風呂場がカビでヌルヌルしていてすべりやすく危ないと感じた。 

「自然環境」の例 
・下山の際、木の根に足をひっかけて子どもが崖に落ちそうになった。 
・ハイキングコースで滑り落ちそうな下り坂があり、大人でも怖かった。 
・キャンプファイヤーの際、風が強く、生徒が危ないと思った。 

「ヒューマンエラー」 
・ベッドから落ちた。 
・飛び込もうとした際、子どもの浮き輪のヒモがひっかかり、母親も一緒に落下した。 
・ハイキングコースを間違えた。 

 
施設・設備の構造や腐食・劣化、自然環境に起因する危険をみると、すぐに改修や整備を

することが難しいものもある。しかし、こうした潜在的な危険はいずれ大きな事故やけがに
つながる可能性があるため、改修や整備が難しい場合は、看板や掲示の設置、入所の際や活
動前の安全指導等を行い、利用者に注意喚起することで対応できると考える。また、ヒュー
マンエラーについても、ヒヤリハット情報の事例を基に安全指導を行うことで、リスクの軽
減を図ることができると考える。 

（２）活動場面に応じた具体的な危険予知や回避の方法の検証 
 ① 危険度の高い活動における負傷の発生要因とその安全対策の検討 

2か年分の傷病調査のデータを基に、負傷の発生が多かった活動と負傷の程度、静養・処
置後の状況でクロス集計を行った結果、スキー・スノーボード、沢登り・川遊び、登山・ハ
イキングといった活動や、起床・就寝、移動中、自由時間といった時間は、軽傷以上の負傷
になる割合が高く、負傷した場合は帰宅になる割合が高い傾向にあることから、他の活動に
比べ、危険度の高い活動であることが分かった。そこで、これらの活動を危険度の高い活動
として取り上げ、活動ごとに負傷 の症状、負傷した時の状況、負傷の要因を整理し、危険
度の高い活動で発生した負傷の状況や要因について検証を行った。 
スキー・スノーボード、沢登り・川遊び、登山・ハイキングといった活動では、「プルーク

の練習中、バランスを崩して転倒し、左手首をねんざ」「沢登りで大きい岩に登った時、手
が離れて転倒し、腰部を強打」「ハイキング中に蜂の巣に接触、ハチに刺された」など「ね
んざ」「打撲」「虫さされ」による負傷が多く、その要因として、本人の「不慣れ」「不注意」
「失敗」、環境要因として「不安定さ・滑りやすさ」「虫・動物」が挙げられていた。 
青少年教育施設の利用の多くは学校や青少年団体等の宿泊研修が占めるため、その研修プ
ログラムで行われる活動の参加者の多くは初心者であることが多い。そのため、指導者は参
加者の活動経験の有無や程度を事前に確認（説明時に挙手で確認等）し、活動中は初心者の
安全に気を配りながら、活動の状況に応じて、適宜、安全指導を行うことが大切であること
が分かった。さらに、事前に活動に必要な服装や装備を伝え、しっかり準備を行うように指
導するとともに、活動に参加する全員の活動経験や技能レベル等を考慮した柔軟な活動環
境の設定といった配慮も必要になることが分かった。 
起床・就寝、移動中、自由時間といった時間では、「壁際でレスリングをしていて投げら

れ、壁に後頭部をぶつけ出血」「起床後、ロフトのはしごを踏み外して床へ落下。畳で顔面
を打ち、口内を切った」「急いで階段を下りている時、バランスを崩して転倒、膝をすりむ
いた」など「打撲」「すり傷」「きり傷」による負傷が多く、その要因として、本人の「不注
意」だけでなく、指導者の「注意不足」も挙げられていた。 
起床・就寝、移動中、自由時間といった時間帯は指導者の目が行き届きにくいことから、

こうした負傷をなくすためには参加者一人一人に安全に対する高い意識をもたせることが
必要である。そのため、指導者は、入所時や活動前の安全指導（施設ではどのような事故や
けがが起きやすいのか、それらはどうすれば防げるのかなど）を徹底し、参加者の安全意識
（自分の身は自分で守る、他の人の安全にも気を配る等）の向上に努めるようにすることが
大切であることが分かった。また、施設の職員は、事前打ち合わせの際に施設で起きやすい
事故やけがとその安全対策を利用団体の指導者・引率者に具体的に分かりやすく説明し、適
切な安全管理や指導を行えるように支援することも必要になることが分かった。 

② 青少年教育施設でよく行われる野外活動の負傷の発生要因とその安全対策の検討 
施設でよく行われる活動として登山・ハイキングと野外炊事を取り上げ、傷病調査の３か

年分のデータを基に、それぞれの活動で発生した負傷の症状、負傷した時の状況、負傷の要
因を検証し、その安全対策について検討を行った。 

 【登山・ハイキング】 



登山・ハイキングで起きたけがをみると、「ねんざ」が多く、次いで「虫さされ」「打撲」
「すり傷」「きり傷」となっていた。また、「骨折」もみられ、スリップや踏み外しによる転
倒で、手首や足首を骨折したケースが多くみられた。これらの症状ごとに、けがをした時の
状況（部位、時間、要因等）を検証した結果、登山・ハイキングの安全教育のポイントとし
て以下の点が挙げられることが分かった。 
・スリップのよる足首のねんざ、転倒による頭部や膝の打撲に気をつける。特に下山中は
疲労の蓄積によって運動能力や注意力が低下しやすいことから、適宜休憩を取るように
するだけでなく、足場が悪いところは注意しながら歩くように声をかけたり、場所によ
ってはヘルメットを着用するように指導する。 

・アブやハチ、マダニによる被害を防ぐため、帽子、長袖、長ズボン、手袋、足首を覆う
靴下を着用するなど、登山・ハイキングに適した服装や着方（シャツの裾をズボンに入
れる等）をするように指導する。 

【野外炊事】 
  野外炊事で起きたけがをみると、「やけど」が多く、次いで「きり傷」「虫さされ」「ねん
ざ」となっていた。これらの症状ごとに、けがをした時の状況（部位、時間、要因等）を検
証した結果、野外炊事の安全教育のポイントとして以下の点が挙げられることが分かった。 

  ・やけどやきり傷による手や指の負傷が多いことから、調理に関する説明だけでなく、調
理用具や調理場の使用に関わるセーフティをしっかり行うようにする。例えば、包丁や
ピーラー、ナタといった刃物の扱いについては、安全な使い方の説明をするだけではな
く、どうしたら手を切ってしまうのか、実際に切ってしまう動きを見せながらけがをし
やすい状況を分かりやすく説明することが大切である。 

・調理中のやけどや虫さされの被害を防ぐため、綿製の長袖、長ズボンを着用して肌の露
出をできるだけ少なくするとともに、ナタを扱う時や火起こしを行う際は手袋の着用を
徹底するなど、野外炊事の各作業場面に適した服装や着方をするように指導することが
大切である。 

（３）青少年教育施設におけるリスクマネジメントに対する考え方の整理 
これまでの研究成果を基に、青少年教育施設におけるリスクマネジメントの視点や流れ

について検討を行い、青少年教育施設のリスクマネジメントに対する考え方を整理した。 

青少年教育施設におけるリスクマネジメントの視点としては、「日常的な安全対策」（施

設・設備等の安全点検・整備、ヒヤリハットの情報収集・分析、傷病・事故事例の情報収集・

分析）、「危険度の高い安全管理」（危険度の高い活動の安全管理マニュアルの点検・更新、

活動場所・用具の点検・整備、安全管理研修）、「事件・事故・災害の危機管理」（危機管理

マニュアルの点検・更新、避難訓練・防犯訓練等、関係機関との連携、保険加入）の３つの

視点に分けられると考え、それぞれの視点でやるべきことを整理した。続いて、リスクマネ

ジメントの流れとしては、「事前の危機管理」（危機発生の防止）、「危機」（適切に対処し、

被害を最小限に抑える）、「事後の危機管理」（速やかな展開と事故の再発防止）の３つのフ

ェーズで整理し、それぞれのフェーズでやるべき事柄を具体的に示した（図 1）。 

 

 
図 1．青少年教育施設におけるリスクマネジメントの流れ 

 

（４）新型コロナウイルスの流行による影響 

2021 年度の傷病調査のデータを分析した結果、新型コロナの流行により、ここ数年、活動で

きていなかった団体については、指導者による安全管理が不十分となり、今までだったら気づい

ていた危険な行為や状況に気づかず、軽微な負傷につながったり、安全指導を守れていないよう

な状況が起きていることが示唆された。 
そのため、今後の安全対策としては、新型コロナの流行以前とは状況が異なり、利用者の活動

に対する理解や経験などが不足していることを前提に、研修支援における安全管理や安全指導

の内容を点検し、必要に応じて改善を図る必要があることが分かった。 
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